
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 45 事業No. 375

事務事業名 市立病院介護老人保健施設運営事業
会計 介護老人保健施設事業特別会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 市立病院介護老人保健施設 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
 高齢者福祉計画・介護保険事業計画

  

  

法令・例規等
 介護保険法

○ 飯田市立病院介護老人保健施設条例

  

事業目的
対象 入所、短期入所、通所等の利用者

意図 介護を必要とする高齢者に安全安心なケアを提供します

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

サービス収入の安定的確保のため、入所・通所利用者の安定的確保と老健本来の目的である在宅復帰支援を重点に事

業を実施しました。利用者数の確保の点では目標値に到達できませんでしたが、在宅復帰率は6ヶ月平均で30％以上

を確保することができ、サービス収入の確保の点では効果がありました。今後も引き続き努力します。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・入所及び短期入所におけるベッド利用率を年間を通じて、95％

を目標とします。

・通所の利用者拡大により、1日あたりの利用者数を27人以上を目

標とします。

・認知症カフェを定期的に開催し、地域との連携及び協働を行う

中で、地域の認知症の方やご家族が気軽に相談できる場を提供し

ます。

人件費 463,067

介護老人保健施設管理費 169,905

介護老人保健施設事業費 78,428

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
施設入所利用率（入所利用者数/入所定員） ％ 95 95   

通所1日あたり利用者数 人 27 27   

認知症カフェの開催 回  12   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 711,400 (そ)一般会計繰入金 156,700千円

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 156,700

一般財源 554,700

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    13 1 1
 
1  1

 
1

463,067

0
人件費

2    13 1 1
 
1  10

 
1

169,905

0
介護老人保健施設管理費

3    13 1 1
 
2  10

 
1

78,428

0
介護老人保健施設事業費

4    13 2 1
 
1  10

 
1

0

0
元金

5    13 2 1
 
2  10

 
1

0

0
利子

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 375 事業名  市立病院介護老人保健施設運営事業 市立病院介護老人保健施設

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

施設管理 〇   × × － － － －  

地域食材による食

事の提供
〇   ○ × ○ ○ － －  

廃棄物（感染性含

む）の廃棄
〇   × × × × － －  

太陽光による発電 〇   － － ○ － ○ －  

緑化の推進 〇   ○ － ○ ○ － ○ ○

フロンの漏えい   〇 × － × － － － ○

廃棄物の処理及び清掃に関する法

律

産業廃棄物保管場所における廃棄物の適切な保管（分別の徹

底、飛散、流出、浸透、悪臭防止措置）
  

フロン類の使用の合理化及び管理

の適正化に関する法律

簡易点検、漏えい時の修理、点検・修理・充填・回収の履歴

記録と保存
  

消防法 消防用設備の点検及び結果の報告   

消防法 消防訓練計画の届出及び訓練の実施   

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・入所者や利用者の増加に伴

うエネルギー使用量の増大

・地域団体及び市民ボランテ

ィア等との協働による施設環

境整備

 業務用のエアコン及び冷蔵冷凍機

器のフロンガス

年間を通じ

漏えいの防止

・エアコン61台、冷蔵庫4台（＊簡易点検の

該当機器のみ）

・各部署ごとに担当者を配置

・四半期に１回、目視による点検を実施

・機器ごとに記録簿に記載

・年間点検結果を事務局へ報告

6月及び9月に簡易点検を実施し

た。対応を要するような異常の出

現なし。引き続き日常における簡

易な点検及び手入れに努めていく

。

 

 

 

 緑のカーテン

春～秋

施設利用者と共に育て、遮光及び

エネルギー削減に寄与

・５月の職員ボランティアによる環境整備

作業における準備

・各部署ごとに担当者を配置

・施設利用者のリハビリを兼ねて水やり、

施肥等の生育管理

・中間評価にて実施状況を評価し、事務局

へ報告

 

 

 

 


